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防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
条
文

○

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
在
宅
勤
務
等
手
当
）

第
九
条
の
七

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
職
給
与
法
第

（
新
設
）

十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
所
、
政
令
で
定
め
る

時
間
及
び
政
令
で
定
め
る
期
間
並
び
に
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
在
宅
勤
務
等
手
当
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
一

般
職
に
属
す
る
国
家
公
務
員
の
例
に
よ
る
。

（
特
殊
勤
務
手
当
）

（
特
殊
勤
務
手
当
）

第
九
条
の
八

（
略
）

第
九
条
の
七

（
略
）

（
航
空
手
当
等
の
月
額
）

（
航
空
手
当
等
の
月
額
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２

法
第
十
六
条
第
三
項
の
乗
組
手
当
の
月
額
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
乗

２

法
第
十
六
条
第
三
項
の
乗
組
手
当
の
月
額
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
乗

組
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
受
け
て
い
る
俸
給
月
額
に
百
分
の
四
十
三

組
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
受
け
て
い
る
俸
給
月
額
に
百
分
の
三
十
三

（
潜
水
艦
の
乗
組
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
五
十
五
・
五
、
防
衛
大
臣
の
定

（
潜
水
艦
の
乗
組
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
四
十
五
・
五
、
防
衛
大
臣
の
定

め
る
艦
船
の
乗
組
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
二
十
七
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た

め
る
艦
船
の
乗
組
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
二
十
七
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た

額
（
一
円
未
満
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。
）
と
し
、
そ
の
他
の
乗
組
員

額
（
一
円
未
満
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。
）
と
し
、
そ
の
他
の
乗
組
員

に
あ
つ
て
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
の
属
し
て

に
あ
つ
て
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
の
属
し
て

い
る
階
級
に
お
け
る
最
低
の
号
俸
の
額
（
そ
の
階
級
が
三
等
陸
佐
又
は
三

い
る
階
級
に
お
け
る
最
低
の
号
俸
の
額
（
そ
の
階
級
が
三
等
陸
佐
又
は
三

等
海
佐
以
上
の
階
級
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
百
分
の
九
十

等
海
佐
以
上
の
階
級
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
百
分
の
九
十
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四
・
二
の
範
囲
内
に
お
い
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

四
・
二
の
範
囲
内
に
お
い
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

）
に
百
分
の
四
十
三
、
百
分
の
二
十
六
・
四
又
は
百
分
の
十
六
・
五
を
そ

）
に
百
分
の
三
十
三
、
百
分
の
二
十
六
・
四
又
は
百
分
の
十
六
・
五
を
そ

れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
（
一
円
未
満
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。
）
と
す

れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
（
一
円
未
満
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。
）
と
す

る
。

る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

５

法
第
十
六
条
第
三
項
の
特
殊
作
戦
隊
員
手
当
の
月
額
は
、
特
殊
作
戦
隊

５

法
第
十
六
条
第
三
項
の
特
殊
作
戦
隊
員
手
当
の
月
額
は
、
特
殊
作
戦
隊

員
の
属
し
て
い
る
階
級
に
お
け
る
最
低
の
号
俸
の
額
（
そ
の
階
級
が
三
等

員
の
属
し
て
い
る
階
級
に
お
け
る
最
低
の
号
俸
の
額
（
そ
の
階
級
が
三
等

陸
佐
、
三
等
海
佐
又
は
三
等
空
佐
以
上
の
階
級
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は

陸
佐
、
三
等
海
佐
又
は
三
等
空
佐
以
上
の
階
級
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は

、
そ
の
額
に
百
分
の
九
十
四
・
二
の
範
囲
内
に
お
い
て
防
衛
大
臣
が
定
め

、
そ
の
額
に
百
分
の
九
十
四
・
二
の
範
囲
内
に
お
い
て
防
衛
大
臣
が
定
め

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
第
十
一
条
の
三
第
五
項
第
一
号
に
該
当

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
第
十
一
条
の
三
第
五
項
第
一
号
に
該
当

す
る
特
殊
作
戦
隊
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
四
十
九
・
五
（
そ
の
従
事
す
る

す
る
特
殊
作
戦
隊
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
四
十
九
・
五
（
そ
の
従
事
す
る

特
殊
作
戦
業
務
に
特
定
の
技
能
が
必
要
と
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
防
衛
大

特
殊
作
戦
業
務
に
特
定
の
技
能
が
必
要
と
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
防
衛
大

臣
が
定
め
る
特
殊
作
戦
隊
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
従
事
す
る
特
殊
作
戦
業

臣
が
定
め
る
特
殊
作
戦
隊
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
従
事
す
る
特
殊
作
戦
業

務
の
危
険
性
及
び
困
難
性
に
応
じ
て
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

務
の
危
険
性
及
び
困
難
性
に
応
じ
て
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

百
分
の
三
十
三
、
百
分
の
三
十
・
二
五
、
百
分
の
二
十
六
、
百
分
の
二
十

百
分
の
三
十
三
、
百
分
の
三
十
・
二
五
、
百
分
の
十
六
、
百
分
の
十
二
・

五
、
百
分
の
二
十
一
、
百
分
の
二
十
、
百
分
の
十
六
・
五
、
百
分
の
十
六

三
七
五
、
百
分
の
十
一
又
は
百
分
の
六
・
八
七
五
）
を
、
同
項
第
二
号
に

又
は
百
分
の
八
・
二
五
）
を
、
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
特
殊
作
戦
隊
員

該
当
す
る
特
殊
作
戦
隊
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
三
十
九
・
六
を
、
そ
れ
ぞ

に
あ
つ
て
は
百
分
の
三
十
九
・
六
を
、
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
（
一
円

れ
乗
じ
て
得
た
額
（
一
円
未
満
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。
）
と
す
る
。

未
満
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。
）
と
す
る
。

６
～
８

（
略
）

６
～
８

（
略
）

（
療
養
の
給
付
）

（
療
養
の
給
付
）

第
十
七
条
の
四

（
略
）

第
十
七
条
の
四

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
又

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
又

は
薬
局
か
ら
療
養
の
給
付
を
受
け
る
者
は
、
そ
の
給
付
を
受
け
る
際
、
当

は
薬
局
か
ら
療
養
の
給
付
を
受
け
る
者
は
、
そ
の
給
付
を
受
け
る
際
、
当

該
給
付
に
つ
い
て
健
康
保
険
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚

該
給
付
に
つ
い
て
健
康
保
険
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
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生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
に
百
分
の
三
十
を

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
に
百
分
の
三
十
を

乗
じ
て
得
た
金
額
を
一
部
負
担
金
と
し
て
当
該
医
療
機
関
又
は
薬
局
に
支

乗
じ
て
得
た
金
額
を
一
部
負
担
金
と
し
て
当
該
医
療
機
関
又
は
薬
局
に
支

払
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
又
は
薬

払
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
又
は
薬

局
か
ら
受
け
る
場
合
に
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

局
か
ら
受
け
る
場
合
に
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

一
部
負
担
金
を
減
額
し
、
又
は
そ
の
支
払
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と

一
部
負
担
金
を
減
額
し
、
又
は
そ
の
支
払
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

３

保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
は
、
前
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金
（

３

保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
は
、
前
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金
（

次
条
第
一
項
第
一
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
減
額
さ
れ
た
一

次
条
第
一
項
第
一
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
減
額
さ
れ
た
一

部
負
担
金
）
の
支
払
を
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
保
険
医

部
負
担
金
）
の
支
払
を
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
保
険
医

療
機
関
又
は
保
険
薬
局
が
善
良
な
管
理
者
の
注
意
と
同
一
の
注
意
を
も
つ

療
機
関
又
は
保
険
薬
局
が
善
良
な
管
理
者
の
注
意
と
同
一
の
注
意
を
も
つ

て
そ
の
支
払
を
受
領
す
べ
く
努
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
衛
官
等
が
当

て
そ
の
支
払
を
受
領
す
べ
く
努
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
衛
官
等
が
当

該
一
部
負
担
金
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
わ
な
い
と
き
は
、
防
衛
省
令
で

該
一
部
負
担
金
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
わ
な
い
と
き
は
、
防
衛
大
臣
の

定
め
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は
機
関
は
、
当
該
保

指
定
す
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は
機
関
は
、
当
該

険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
請
求
に
よ
り
、
当
該
一
部
負
担
金
の
全
部

保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
請
求
に
よ
り
、
当
該
一
部
負
担
金
の
全

又
は
一
部
を
支
払
わ
な
か
つ
た
自
衛
官
等
か
ら
こ
れ
を
領
収
し
、
当
該
保

部
又
は
一
部
を
支
払
わ
な
か
つ
た
自
衛
官
等
か
ら
こ
れ
を
領
収
し
、
当
該

険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
に
払
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
に
払
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

４

自
衛
官
等
が
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
機
関
（

４

自
衛
官
等
が
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
機
関
（

以
下
「
第
一
号
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
前
条
第
一
項
の
療

以
下
「
第
一
号
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
前
条
第
一
項
の
療

養
の
給
付
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て

養
の
給
付
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て

は
、
そ
の
全
額
を
国
が
負
担
す
る
。
自
衛
官
等
が
同
項
第
四
号
又
は
第
五

は
、
そ
の
全
額
を
国
が
負
担
す
る
。
自
衛
官
等
が
同
項
第
四
号
又
は
第
五

号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
又
は
薬
局
に
お
い
て
前
条
第
一
項
の
療
養
の
給
付

号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
又
は
薬
局
に
お
い
て
前
条
第
一
項
の
療
養
の
給
付

を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の

を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の

療
養
に
要
す
る
費
用
か
ら
自
衛
官
等
が
支
払
う
べ
き
第
二
項
に
規
定
す
る

療
養
に
要
す
る
費
用
か
ら
自
衛
官
等
が
支
払
う
べ
き
第
二
項
に
規
定
す
る

一
部
負
担
金
（
次
条
第
一
項
各
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
措

一
部
負
担
金
（
次
条
第
一
項
各
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
措

置
が
採
ら
れ
た
も
の
と
し
た
場
合
の
一
部
負
担
金
）
に
相
当
す
る
金
額
を

置
が
採
ら
れ
た
も
の
と
し
た
場
合
の
一
部
負
担
金
）
に
相
当
す
る
金
額
を

控
除
し
た
金
額
を
当
該
医
療
機
関
又
は
薬
局
に
対
し
て
防
衛
省
令
で
定
め

控
除
し
た
金
額
を
当
該
医
療
機
関
又
は
薬
局
に
対
し
て
防
衛
大
臣
の
指
定
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る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は
機
関
が
支
払
う
も
の
と

す
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は
機
関
が
支
払
う
も
の

す
る
。

と
す
る
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

（
一
部
負
担
金
の
額
の
特
例
）

（
一
部
負
担
金
の
額
の
特
例
）

第
十
七
条
の
四
の
二

防
衛
省
令
で
定
め
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の

第
十
七
条
の
四
の
二

防
衛
大
臣
の
指
定
す
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊

部
隊
若
し
く
は
機
関
は
、
災
害
そ
の
他
の
防
衛
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事

の
部
隊
若
し
く
は
機
関
は
、
災
害
そ
の
他
の
防
衛
大
臣
が
定
め
る
特
別
の

情
が
あ
る
自
衛
官
等
で
あ
つ
て
、
前
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲

事
情
が
あ
る
自
衛
官
等
で
あ
つ
て
、
前
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に

げ
る
医
療
機
関
又
は
薬
局
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
部
負
担
金
を

掲
げ
る
医
療
機
関
又
は
薬
局
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
部
負
担
金

支
払
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る

を
支
払
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
対
し
、
次
に
掲
げ

措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
入
院
時
食
事
療
養
費
）

（
入
院
時
食
事
療
養
費
）

第
十
七
条
の
四
の
三

（
略
）

第
十
七
条
の
四
の
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

自
衛
官
等
が
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
医

４

自
衛
官
等
が
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
医

療
機
関
か
ら
食
事
療
養
を
受
け
た
場
合
に
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
防
衛

療
機
関
か
ら
食
事
療
養
を
受
け
た
場
合
に
は
、
防
衛
大
臣
の
指
定
す
る
防

省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は
機
関
は
、
そ
の
自
衛
官
等
が
当

衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は
機
関
は
、
そ
の
自
衛
官
等
が

該
医
療
機
関
に
支
払
う
べ
き
食
事
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
入
院
時

当
該
医
療
機
関
に
支
払
う
べ
き
食
事
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
入
院

食
事
療
養
費
と
し
て
自
衛
官
等
に
支
給
す
べ
き
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を

時
食
事
療
養
費
と
し
て
自
衛
官
等
に
支
給
す
べ
き
金
額
に
相
当
す
る
金
額

、
自
衛
官
等
に
代
わ
り
、
当
該
医
療
機
関
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

を
、
自
衛
官
等
に
代
わ
り
、
当
該
医
療
機
関
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

（
療
養
費
）

（
療
養
費
）
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第
十
七
条
の
五

防
衛
省
令
で
定
め
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊

第
十
七
条
の
五

防
衛
大
臣
の
指
定
す
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部

若
し
く
は
機
関
は
、
療
養
の
給
付
若
し
く
は
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院

隊
若
し
く
は
機
関
は
、
療
養
の
給
付
若
し
く
は
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入

時
生
活
療
養
費
若
し
く
は
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
（
以
下
こ
の
項
に

院
時
生
活
療
養
費
若
し
く
は
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
（
以
下
こ
の
項

お
い
て
「
療
養
の
給
付
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

に
お
い
て
「
療
養
の
給
付
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

防
衛
大
臣
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
認
め
た
と
き
、
又
は
自
衛

と
防
衛
大
臣
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
認
め
た
と
き
、
又
は
自

官
等
が
保
険
医
療
機
関
等
以
外
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
療
養

衛
官
等
が
保
険
医
療
機
関
等
以
外
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
療

機
関
か
ら
第
十
七
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
を
受
け
た
場
合
に

養
機
関
か
ら
第
十
七
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
を
受
け
た
場
合

お
い
て
、
防
衛
大
臣
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
や
む
を
得
な
い

に
お
い
て
、
防
衛
大
臣
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
や
む
を
得
な

と
認
め
た
と
き
は
、
療
養
の
給
付
等
に
代
え
て
、
療
養
費
を
支
給
す
る
こ

い
と
認
め
た
と
き
は
、
療
養
の
給
付
等
に
代
え
て
、
療
養
費
を
支
給
す
る

と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

２

防
衛
省
令
で
定
め
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は
機

２

防
衛
大
臣
の
指
定
す
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は

関
は
、
自
衛
官
等
が
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
の
医
療

機
関
は
、
自
衛
官
等
が
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
の
医

機
関
又
は
薬
局
か
ら
第
十
七
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
を
受
け

療
機
関
又
は
薬
局
か
ら
第
十
七
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
を
受

、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
そ
の
費
用
を
こ
れ
ら
の
医
療

け
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
そ
の
費
用
を
こ
れ
ら
の
医

機
関
又
は
薬
局
に
支
払
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任

療
機
関
又
は
薬
局
に
支
払
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委

を
受
け
た
者
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
療
養
の
給
付
に
代
え
て
、
療
養

任
を
受
け
た
者
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
療
養
の
給
付
に
代
え
て
、
療

費
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

養
費
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
療
養
費
の
額
は
、
当
該
療
養
（
食
事

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
療
養
費
の
額
は
、
当
該
療
養
（
食
事

療
養
及
び
生
活
療
養
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

療
養
及
び
生
活
療
養
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
現
に
療
養
（
食
事
療
養
及
び
生
活
療
養
を
除
く
。
）
に
要
し
た
費
用

額
が
現
に
療
養
（
食
事
療
養
及
び
生
活
療
養
を
除
く
。
）
に
要
し
た
費
用

の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
）
か
ら
そ

の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
）
か
ら
そ

の
額
に
第
十
七
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金
の
割
合
を
乗
じ

の
額
に
第
十
七
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金
の
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
を
控
除
し
た
金
額
及
び
当
該
食
事
療
養
又
は
生
活
療
養
に
つ
い

て
得
た
額
を
控
除
し
た
金
額
及
び
当
該
食
事
療
養
又
は
生
活
療
養
に
つ
い

て
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
食
事
療
養
又
は
生
活
療
養
に
要

て
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
食
事
療
養
又
は
生
活
療
養
に
要

し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
食
事
療
養
又
は
生
活
療
養

し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
食
事
療
養
又
は
生
活
療
養

に
要
し
た
費
用
の
額
）
か
ら
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準

に
要
し
た
費
用
の
額
）
か
ら
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
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負
担
額
を
控
除
し
た
金
額
の
合
算
額
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
に
は

負
担
額
を
控
除
し
た
金
額
の
合
算
額
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
に
は

、
当
該
合
算
額
の
範
囲
内
で
防
衛
省
令
で
定
め
る
金
額
）
と
す
る
。

、
当
該
合
算
額
の
範
囲
内
で
防
衛
大
臣
の
定
め
る
金
額
）
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
訪
問
看
護
療
養
費
）

（
訪
問
看
護
療
養
費
）

第
十
七
条
の
五
の
二

自
衛
官
等
が
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

第
十
七
条
の
五
の
二

自
衛
官
等
が
健
康
保
険
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規

、
健
康
保
険
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者

定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
以
下
「
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
」
と
い

（
以
下
「
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
法
第
二
十
二
条

う
。
）
か
ら
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
防
衛
大
臣
又
は

第
五
項
に
規
定
す
る
電
子
資
格
確
認
そ
の
他
防
衛
省
令
で
定
め
る
方
法
に

そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
訪
問
看
護

よ
り
、
自
衛
官
等
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
、
指
定
訪
問
看
護
を
受
け

に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
訪
問
看
護
療
養
費
を
支
給
す
る
。

た
場
合
に
お
い
て
、
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
必
要
と
認

め
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
訪
問
看
護
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
訪
問
看
護

療
養
費
を
支
給
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

自
衛
官
等
が
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
か
ら
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
た
場

３

自
衛
官
等
が
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
か
ら
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
た
場

合
に
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し

合
に
は
、
防
衛
大
臣
の
指
定
す
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若

く
は
機
関
は
、
そ
の
自
衛
官
等
が
当
該
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
支
払
う

し
く
は
機
関
は
、
そ
の
自
衛
官
等
が
当
該
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
支
払

べ
き
当
該
指
定
訪
問
看
護
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
訪
問
看
護
療
養
費
と

う
べ
き
当
該
指
定
訪
問
看
護
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
訪
問
看
護
療
養
費

し
て
自
衛
官
等
に
支
給
す
べ
き
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
自
衛
官
等
に

と
し
て
自
衛
官
等
に
支
給
す
べ
き
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
自
衛
官
等

代
わ
り
、
当
該
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

に
代
わ
り
、
当
該
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

（
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

第
十
七
条
の
六

高
額
療
養
費
は
、
同
一
の
月
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
金
額

第
十
七
条
の
六

高
額
療
養
費
は
、
同
一
の
月
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
金
額

を
合
算
し
た
金
額
か
ら
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三

を
合
算
し
た
金
額
か
ら
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三

年
政
令
第
二
百
七
号
）
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の

年
政
令
第
二
百
七
号
）
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
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規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
（
以
下
こ

規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。
）
が
高
額
療

の
項
に
お
い
て
「
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。
）
が
高
額
療

養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、

養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、

一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た

一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た

金
額
に
、
同
一
の
月
に
お
け
る
自
衛
官
等
（
第
十
七
条
の
七
第
一
項
の
規

金
額
に
、
同
一
の
月
に
お
け
る
自
衛
官
等
（
第
十
七
条
の
七
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
療
養
の
給
付
又
は
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
若
し
く
は
訪

定
に
よ
り
療
養
の
給
付
又
は
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
若
し
く
は
訪

問
看
護
療
養
費
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第

問
看
護
療
養
費
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第

十
七
条
の
六
の
五
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
次
に
掲
げ
る
金
額
を

十
七
条
の
六
の
五
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
次
に
掲
げ
る
金
額
を

合
算
し
た
金
額
が
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て

合
算
し
た
金
額
が
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て

得
た
金
額
と
す
る
。

得
た
金
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

自
衛
官
等
又
は
自
衛
官
被
扶
養
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病

二

自
衛
官
等
又
は
自
衛
官
被
扶
養
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病

院
等
か
ら
受
け
た
特
定
給
付
対
象
療
養
（
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

院
等
か
ら
受
け
た
特
定
給
付
対
象
療
養
（
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
に
よ
る
一
般
疾

援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
に
よ
る
一
般
疾

病
医
療
費
（
第
十
七
条
の
六
の
三
に
お
い
て
「
原
爆
一
般
疾
病
医
療
費

病
医
療
費
（
第
十
七
条
の
六
の
三
に
お
い
て
「
原
爆
一
般
疾
病
医
療
費

」
と
い
う
。
）
の
支
給
そ
の
他
防
衛
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給

」
と
い
う
。
）
の
支
給
そ
の
他
防
衛
大
臣
が
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給

付
が
行
わ
れ
る
べ
き
療
養
、
自
衛
官
等
が
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛

付
が
行
わ
れ
る
べ
き
療
養
、
自
衛
官
等
が
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛

大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
同

大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
同

項
に
規
定
す
る
療
養
及
び
自
衛
官
被
扶
養
者
が
国
家
公
務
員
共
済
組
合

項
に
規
定
す
る
療
養
及
び
自
衛
官
被
扶
養
者
が
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
三
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
組
合
の
認
定
を

法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
三
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
組
合
の
認
定
を

受
け
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

受
け
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

及
び
第
十
七
条
の
六
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
自
衛

及
び
第
十
七
条
の
六
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
自
衛

官
等
又
は
自
衛
官
被
扶
養
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
額
（
七
十
歳
に
達
す

官
等
又
は
自
衛
官
被
扶
養
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
額
（
七
十
歳
に
達
す

る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
特
定
給
付
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て

る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
特
定
給
付
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
当
該
特
定
給
付
対
象
療
養
に
係
る
前
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る

は
、
当
該
特
定
給
付
対
象
療
養
に
係
る
前
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る

金
額
が
二
万
千
円
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三

金
額
が
二
万
千
円
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
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の
五
第
五
項
に
規
定
す
る
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
五
第
五
項
に
規
定
す
る
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
を
合
算
し

の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
を
合
算
し

た
金
額

た
金
額

２

（
略
）

２

（
略
）

３

自
衛
官
等
が
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
（
当
該

３

自
衛
官
等
が
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
（
当
該

自
衛
官
等
が
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

自
衛
官
等
が
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

者
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
除
く
。
）

者
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
除
く
。
）

の
う
ち
、
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
疾
病
で
あ
つ
て

の
う
ち
、
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
疾
病
で
あ
つ
て

、
当
該
疾
病
に
か
か
る
こ
と
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る

、
当
該
疾
病
に
か
か
る
こ
と
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る

こ
と
と
な
る
も
の
の
当
該
療
養
に
必
要
な
費
用
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

こ
と
と
な
る
も
の
の
当
該
療
養
に
必
要
な
費
用
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
医
療
に
関
す
る
給
付
と
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
も
の
が
行
わ
れ
る
べ

の
医
療
に
関
す
る
給
付
と
し
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
も
の
が
行
わ
れ
る
べ

き
も
の
を
い
う
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お

き
も
の
を
い
う
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お

い
て
、
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
を
受
け
た
自
衛
官
等
が
防
衛
省
令

い
て
、
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
を
受
け
た
自
衛
官
等
が
防
衛
大
臣

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定

が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定

を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
自
衛
官
等
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ

を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
自
衛
官
等
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ

れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
第
一

れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
第
一

項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を

項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を

超
え
る
と
き
は
、
当
該
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
高
額
療

超
え
る
と
き
は
、
当
該
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
高
額
療

養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

自
衛
官
等
が
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三

５

自
衛
官
等
が
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三

号
）
第
四
十
一
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
に

号
）
第
四
十
一
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
に

係
る
療
養
（
食
事
療
養
及
び
生
活
療
養
を
除
く
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お

係
る
療
養
（
食
事
療
養
及
び
生
活
療
養
を
除
く
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お

い
て
、
当
該
療
養
を
受
け
た
自
衛
官
等
が
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

い
て
、
当
該
療
養
を
受
け
た
自
衛
官
等
が
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ

よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ

り
、
か
つ
、
当
該
自
衛
官
等
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
か
ら

り
、
か
つ
、
当
該
自
衛
官
等
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
か
ら
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受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額

受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額

が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
同
号
イ
か
ら
ニ
ま

が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
同
号
イ
か
ら
ニ
ま

で
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
を
高

で
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
を
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

第
十
七
条
の
六
の
二

前
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の

第
十
七
条
の
六
の
二

前
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

八
万
百
円
と
、
前

一

次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

八
万
百
円
と
、
前

条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係

条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係

る
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療

る
療
養
に
つ
き
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額

き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は

、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
に
既
に

算
額
。
た
だ
し
、
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
に
既
に

同
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
又
は
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行

同
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
又
は
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行

令
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額

令
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額

療
養
費
が
支
給
さ
れ
て
い
る
月
数
が
三
月
以
上
あ
る
場
合
（
以
下
こ
の

療
養
費
が
支
給
さ
れ
て
い
る
月
数
が
三
月
以
上
あ
る
場
合
（
以
下
こ
の

条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
」

条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
」

と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

二

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

二

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
の
月
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及

第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
の
月
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及

び
第
十
七
条
の
六
の
五
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
八
十
三
万
円
以

び
第
十
七
条
の
六
の
五
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
八
十
三
万
円
以
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上
で
あ
る
自
衛
官

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号

上
で
あ
る
自
衛
官

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号

及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
防

及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
防

衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用

衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用

の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万

の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万

二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗

二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る

。

。

三

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三

三

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三

万
円
未
満
で
あ
る
自
衛
官

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
前
条
第
一
項
第

万
円
未
満
で
あ
る
自
衛
官

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
前
条
第
一
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ

一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ

き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

き
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十

五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一

五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は

り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は

、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ

、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と

す
る
。

す
る
。

四

（
略
）

四

（
略
）

五

療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
が
四
月

五

療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
が
四
月

か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
（
昭

か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
（
昭
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和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（

同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二

同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二

十
八
条
の
規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
十
七
条
の
六
の

十
八
条
の
規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
十
七
条
の
六
の

五
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
（

五
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
（

特
別
区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ

特
別
区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該

に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該

市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な

市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な

い
者
を
除
く
。
）
で
あ
る
自
衛
官
等
又
は
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お

い
者
を
除
く
。
）
で
あ
る
自
衛
官
等
又
は
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お

い
て
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
で
あ
る
者
で

い
て
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
で
あ
る
者
で

あ
つ
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
自
衛
官
等
（
第
二
号
及

あ
つ
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
自
衛
官
等
（
第
二
号
及

び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、

び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と

す
る
。

す
る
。

２

前
条
第
二
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
八
万
百
円
と
、
同
条
第

２

前
条
第
二
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
八
万
百
円
と
、
同
条
第

一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
同
条
第
二
項
に
規
定

一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
同
条
第
二
項
に
規
定

す
る
特
定
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

す
る
特
定
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
当
該
特
定
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十

定
し
た
当
該
特
定
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十

六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万

六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万

七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額

七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。
）
と
の
合
算
額
と
す
る
。

る
。
）
と
の
合
算
額
と
す
る
。

３

前
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

３

前
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号

一

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号
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イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ

き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

き
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し

な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し

た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の

た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
（
入
院
療
養

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
（
入
院
療
養

（
第
十
七
条
の
三
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
（
当
該
療
養
と
併
せ

（
第
十
七
条
の
三
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
（
当
該
療
養
と
併
せ

て
行
う
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
を
含
む
。
）
を

て
行
う
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
を
含
む
。
）
を

い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
限
る
。
）
の
あ
つ
た
月
以

い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
限
る
。
）
の
あ
つ
た
月
以

前
の
十
二
月
以
内
に
既
に
高
額
療
養
費
（
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

前
の
十
二
月
以
内
に
既
に
高
額
療
養
費
（
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
（
入
院
療
養
に
限
る
。
）
を
受
け
た
自
衛
官
等
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の

養
（
入
院
療
養
に
限
る
。
）
を
受
け
た
自
衛
官
等
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の

病
院
又
は
診
療
所
か
ら
受
け
た
入
院
療
養
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
前

病
院
又
は
診
療
所
か
ら
受
け
た
入
院
療
養
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
前

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
支
給
さ
れ
て
い
る
月
数

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
支
給
さ
れ
て
い
る
月
数

が
三
月
以
上
あ
る
場
合
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
疾
病
給
付
対

が
三
月
以
上
あ
る
場
合
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は

象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は

、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

二

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
前
条
第

二

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
前
条
第

一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対

一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特

象
療
養
に
つ
き
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二

千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千

千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千

円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
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未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額

額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額

と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額

と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額

療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

三

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
前
条
第
一

三

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
前
条
第
一

項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象

項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定

療
養
に
つ
き
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千

疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千

円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円

円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円

を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療

す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

５

前
条
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

５

前
条
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
前
条
第
五
項
に
規
定
す

二

第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
前
条
第
五
項
に
規
定
す

る
療
養
の
う
ち
国
が
費
用
を
負
担
す
べ
き
療
養
に
係
る
疾
病
と
し
て
防

る
療
養
の
う
ち
国
が
費
用
を
負
担
す
べ
き
療
養
に
係
る
疾
病
と
し
て
防

衛
省
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
療
養
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

二
万

衛
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
係
る
療
養
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

二
万

円

円

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）
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第
十
七
条
の
六
の
三

自
衛
官
等
が
同
一
の
月
に
一
の
第
一
号
医
療
機
関
等

第
十
七
条
の
六
の
三

自
衛
官
等
が
同
一
の
月
に
一
の
第
一
号
医
療
機
関
等

か
ら
療
養
（
食
事
療
養
、
生
活
療
養
及
び
当
該
自
衛
官
等
が
第
十
七
条
の

か
ら
療
養
（
食
事
療
養
、
生
活
療
養
及
び
当
該
自
衛
官
等
が
第
十
七
条
の

六
第
四
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を

六
第
四
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を

除
く
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た
場

除
く
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た
場

合
に
お
い
て
、
防
衛
大
臣
が
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用

合
に
お
い
て
、
防
衛
大
臣
が
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用

療
養
費
の
支
給
に
つ
き
第
十
七
条
の
四
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

療
養
費
の
支
給
に
つ
き
第
十
七
条
の
四
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
十
七
条
の
四
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

第
十
七
条
の
四
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た

お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た

費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う

費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う

。
次
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
そ
の
金
額
か
ら

。
次
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
そ
の
金
額
か
ら

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
控

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
控

除
し
た
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
額
」
と
い
う
。
）
の

除
し
た
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
額
」
と
い
う
。
）
の

限
度
に
お
い
て
、
当
該
控
除
後
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
を
免
除
し

限
度
に
お
い
て
、
当
該
控
除
後
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
を
免
除
し

た
と
き
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
自
衛
官
等
に
対
し
第
十
七
条
の
六
第

た
と
き
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
自
衛
官
等
に
対
し
第
十
七
条
の
六
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
を
支
給
し
た
も
の
と
み
な
す
。

一
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
を
支
給
し
た
も
の
と
み
な
す
。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防

一

前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防

衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
防
衛

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
防
衛

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七

額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七

千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
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る
。

る
。

二

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防

二

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防

衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
当
該
療
養

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
当
該
療
養

に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要

に
つ
き
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要

し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分

八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場

の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

三

前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防

三

前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防

衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に

つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

つ
き
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五

十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の

十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合

一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円

と
す
る
。

と
す
る
。

四

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防

四

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防
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衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

五

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防

五

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防

衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

２

自
衛
官
等
が
同
一
の
月
に
一
の
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
四
号
若
し
く

２

自
衛
官
等
が
同
一
の
月
に
一
の
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
四
号
若
し
く

は
第
五
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
若
し
く
は
薬
局
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業

は
第
五
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
若
し
く
は
薬
局
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業

者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
第
四
号
医
療
機
関
等
」
と
い

者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
第
四
号
医
療
機
関
等
」
と
い

う
。
）
か
ら
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る

う
。
）
か
ら
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る

一
部
負
担
金
（
第
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る

一
部
負
担
金
（
第
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る

と
き
は
、
当
該
減
額
さ
れ
た
一
部
負
担
金
）
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担

と
き
は
、
当
該
減
額
さ
れ
た
一
部
負
担
金
）
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担

額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
（
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
第

額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
（
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
第

十
七
条
の
五
の
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
訪

十
七
条
の
五
の
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
訪

問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の

問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の

額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う
。
以
下
こ

額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う
。
以
下
こ

の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き

の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き

は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は

は
、
防
衛
大
臣
が
指
定
す
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く

機
関
は
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て

は
機
関
は
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
に
つ
い

、
当
該
一
部
負
担
金
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養

て
、
当
該
一
部
負
担
金
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療

費
負
担
額
か
ら
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

養
費
負
担
額
か
ら
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

め
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
第
四
号
医
療
機
関

定
め
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
第
四
号
医
療
機

等
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

関
等
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

３

自
衛
官
等
が
第
一
号
医
療
機
関
等
か
ら
原
爆
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給

３

自
衛
官
等
が
第
一
号
医
療
機
関
等
か
ら
原
爆
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給

そ
の
他
防
衛
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
が
行
わ
れ
る
べ
き
療
養

そ
の
他
防
衛
大
臣
が
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
が
行
わ
れ
る
べ
き
療
養
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を
受
け
た
場
合
、
第
十
七
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
該
当
す
る
自
衛
官
等

を
受
け
た
場
合
、
第
十
七
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
該
当
す
る
自
衛
官
等

が
第
一
号
医
療
機
関
等
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
受
け
た
場
合
又
は

が
第
一
号
医
療
機
関
等
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
受
け
た
場
合
又
は

同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
大
臣
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者

同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
大
臣
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者

の
認
定
を
受
け
た
自
衛
官
等
が
第
一
号
医
療
機
関
等
か
ら
同
項
に
規
定
す

の
認
定
を
受
け
た
自
衛
官
等
が
第
一
号
医
療
機
関
等
か
ら
同
項
に
規
定
す

る
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
防
衛
大
臣
が
保
険
外
併
用
療
養
費
負

る
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
防
衛
大
臣
が
保
険
外
併
用
療
養
費
負

担
額
の
う
ち
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費

担
額
の
う
ち
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費

と
し
て
自
衛
官
等
に
支
給
す
べ
き
金
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
を
免
除

と
し
て
自
衛
官
等
に
支
給
す
べ
き
金
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
を
免
除

し
た
と
き
は
、
自
衛
官
等
に
対
し
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
を

し
た
と
き
は
、
自
衛
官
等
に
対
し
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
を

支
給
し
た
も
の
と
み
な
す
。

支
給
し
た
も
の
と
み
な
す
。

４

自
衛
官
等
が
第
四
号
医
療
機
関
等
か
ら
原
爆
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給

４

自
衛
官
等
が
第
四
号
医
療
機
関
等
か
ら
原
爆
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給

そ
の
他
防
衛
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
が
行
わ
れ
る
べ
き
療
養

そ
の
他
防
衛
大
臣
が
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
が
行
わ
れ
る
べ
き
療
養

を
受
け
た
場
合
、
第
十
七
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
該
当
す
る
自
衛
官
等

を
受
け
た
場
合
、
第
十
七
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
該
当
す
る
自
衛
官
等

が
第
四
号
医
療
機
関
等
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
受
け
た
場
合
又
は

が
第
四
号
医
療
機
関
等
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
受
け
た
場
合
又
は

同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
大
臣
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者

同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
大
臣
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者

の
認
定
を
受
け
た
自
衛
官
等
が
第
四
号
医
療
機
関
等
か
ら
同
項
に
規
定
す

の
認
定
を
受
け
た
自
衛
官
等
が
第
四
号
医
療
機
関
等
か
ら
同
項
に
規
定
す

る
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る

る
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る

一
部
負
担
金
（
第
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る

一
部
負
担
金
（
第
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る

と
き
は
、
当
該
減
額
さ
れ
た
一
部
負
担
金
）
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担

と
き
は
、
当
該
減
額
さ
れ
た
一
部
負
担
金
）
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担

額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
の
支
払
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、

額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
の
支
払
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、

防
衛
省
令
で
定
め
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は
機
関

防
衛
大
臣
が
指
定
す
る
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は
機

は
、
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
第
十
七
条
の
六
第
二
項
か
ら
第
五

関
は
、
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
第
十
七
条
の
六
第
二
項
か
ら
第

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
と
し
て
自
衛
官
等
に
支
給
す
べ
き
金

五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
と
し
て
自
衛
官
等
に
支
給
す
べ
き

額
に
相
当
す
る
金
額
を
当
該
第
四
号
医
療
機
関
等
に
支
払
う
も
の
と
す
る

金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
当
該
第
四
号
医
療
機
関
等
に
支
払
う
も
の
と
す

。

る
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

７

高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
防
衛

７

高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
防
衛
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省
令
で
定
め
る
。

大
臣
が
定
め
る
。

（
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

（
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

第
十
七
条
の
六
の
四

高
額
介
護
合
算
療
養
費
は
、
次
に
掲
げ
る
金
額
を
合

第
十
七
条
の
六
の
四

高
額
介
護
合
算
療
養
費
は
、
次
に
掲
げ
る
金
額
を
合

算
し
た
金
額
か
ら
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六

算
し
た
金
額
か
ら
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
支
給
総
額
を
控
除
し
た

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
支
給
総
額
を
控
除
し
た

金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
介
護
合
算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額

金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
介
護
合
算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額

」
と
い
う
。
）
が
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
支
給
基
準
額
（
健
康
保
険
法

」
と
い
う
。
）
が
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
支
給
基
準
額
（
健
康
保
険
法

施
行
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
支
給
基
準
額
を
い
う
。
第

施
行
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
支
給
基
準
額
を
い
う
。
第

三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
加
え
た
金
額
を
超
え
る
場
合
に
第
一
号
に
規

三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
加
え
た
金
額
を
超
え
る
場
合
に
第
一
号
に
規

定
す
る
基
準
日
自
衛
官
等
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
介
護
合

定
す
る
基
準
日
自
衛
官
等
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
介
護
合

算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
介
護
合
算
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た

算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
介
護
合
算
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た

金
額
に
介
護
合
算
按
分
率
（
同
号
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
国
家
公
務
員
共
済

金
額
に
介
護
合
算
按
分
率
（
同
号
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
国
家
公
務
員
共
済

あ
ん

あ
ん

組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ

組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ

れ
る
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
、
介
護
合
算
一
部

れ
る
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
、
介
護
合
算
一
部

負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金

負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金

額
に
、
当
該
基
準
日
自
衛
官
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金

額
に
、
当
該
基
準
日
自
衛
官
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金

額
が
介
護
合
算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

額
が
介
護
合
算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
を
合

た
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
を
合

算
し
た
金
額
又
は
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額

算
し
た
金
額
又
は
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額

が
零
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

が
零
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

基
準
日
自
衛
官
等
又
は
基
準
日
自
衛
官
被
扶
養
者
が
計
算
期
間
に
お

三

基
準
日
自
衛
官
等
又
は
基
準
日
自
衛
官
被
扶
養
者
が
計
算
期
間
に
お

け
る
組
合
員
等
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
若
し
く
は
地
方
公
務
員
等

け
る
組
合
員
等
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
若
し
く
は
地
方
公
務
員
等

共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
に
基
づ
く
共
済

共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
に
基
づ
く
共
済

組
合
の
組
合
員
（
自
衛
官
等
を
除
く
。
）
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法

組
合
の
組
合
員
（
自
衛
官
等
を
除
く
。
）
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
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（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校

（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校

教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
、
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
、
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

（
日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
（
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
一

（
日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
（
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
一

条
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
を
い
う

条
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
を
い
う

。
）
を
含
む
。
）
、
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）

。
）
を
含
む
。
）
、
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）

の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律

の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律

第
百
九
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

第
百
九
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

若
し
く
は
同
法
の
規
定
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
組
合
の
組
合
員
（
以
下

若
し
く
は
同
法
の
規
定
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
組
合
の
組
合
員
（
以
下

こ
の
号
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
」
と
い

こ
の
号
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
」
と
い

う
。
）
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年

う
。
）
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年

法
律
第
八
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及

法
律
第
八
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及

び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
た
間
に
組
合
員
等
と
し
て
受
け

び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
た
間
に
組
合
員
等
と
し
て
受
け

た
療
養
（
前
二
号
に
規
定
す
る
療
養
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
被
扶
養
者

た
療
養
（
前
二
号
に
規
定
す
る
療
養
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
被
扶
養
者

等
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
他
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

等
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
他
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
若
し
く
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
被

を
含
む
。
）
若
し
く
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
被

扶
養
者
（
自
衛
官
被
扶
養
者
を
除
く
。
）
、
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ

扶
養
者
（
自
衛
官
被
扶
養
者
を
除
く
。
）
、
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ

る
被
扶
養
者
、
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
又
は
国
民
健
康

る
被
扶
養
者
、
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
又
は
国
民
健
康

保
険
の
世
帯
主
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
当
該
国
民
健
康
保
険
の
世

保
険
の
世
帯
主
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
当
該
国
民
健
康
保
険
の
世

帯
主
等
以
外
の
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
を
い
う
。

帯
主
等
以
外
の
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
を
い
う
。

以
下
こ
の
号
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
た
者
が
そ
の
間

以
下
こ
の
号
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
た
者
が
そ
の
間

に
被
扶
養
者
等
と
し
て
受
け
た
療
養
に
つ
い
て
第
一
号
に
規
定
す
る
合

に
被
扶
養
者
等
と
し
て
受
け
た
療
養
に
つ
い
て
第
一
号
に
規
定
す
る
合

算
額
に
相
当
す
る
金
額
と
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

算
額
に
相
当
す
る
金
額
と
し
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
金
額

定
し
た
金
額

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

計
算
期
間
に
お
い
て
自
衛
官
等
で
あ
つ
た
者
（
基
準
日
に
お
い
て
組
合

３

計
算
期
間
に
お
い
て
自
衛
官
等
で
あ
つ
た
者
（
基
準
日
に
お
い
て
組
合
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員
等
で
あ
る
者
（
基
準
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
つ

員
等
で
あ
る
者
（
基
準
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
つ

て
自
衛
官
等
又
は
自
衛
官
被
扶
養
者
で
あ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に

て
自
衛
官
等
又
は
自
衛
官
被
扶
養
者
で
あ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
又
は
被
扶
養
者
等
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
に
対
す
る
高

お
い
て
同
じ
。
）
又
は
被
扶
養
者
等
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
に
対
す
る
高

額
介
護
合
算
療
養
費
は
、
当
該
組
合
員
等
で
あ
る
者
を
基
準
日
自
衛
官
等

額
介
護
合
算
療
養
費
は
、
当
該
組
合
員
等
で
あ
る
者
を
基
準
日
自
衛
官
等

と
、
当
該
被
扶
養
者
等
で
あ
る
者
を
基
準
日
自
衛
官
被
扶
養
者
と
そ
れ
ぞ

と
、
当
該
被
扶
養
者
等
で
あ
る
者
を
基
準
日
自
衛
官
被
扶
養
者
と
そ
れ
ぞ

れ
み
な
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
第
一
項
各
号

れ
み
な
し
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
通
算
対
象

に
掲
げ
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
通
算
対
象

負
担
額
」
と
い
う
。
）
を
合
算
し
た
金
額
か
ら
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

負
担
額
」
と
い
う
。
）
を
合
算
し
た
金
額
か
ら
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
七
十
歳
以
上
介

施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
七
十
歳
以
上
介

護
合
算
支
給
総
額
を
控
除
し
た
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
介
護
合

護
合
算
支
給
総
額
を
控
除
し
た
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
介
護
合

算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。
）
が
介
護
合
算
算
定
基
準
額

算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。
）
が
介
護
合
算
算
定
基
準
額

に
支
給
基
準
額
を
加
え
た
金
額
を
超
え
る
場
合
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、

に
支
給
基
準
額
を
加
え
た
金
額
を
超
え
る
場
合
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、

そ
の
額
は
、
介
護
合
算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
介
護
合
算
算
定

そ
の
額
は
、
介
護
合
算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
介
護
合
算
算
定

基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
に
介
護
合
算
按
分
率
（
当
該
自
衛
官
等
で
あ
つ

基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
に
介
護
合
算
按
分
率
（
当
該
自
衛
官
等
で
あ
つ

た
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
自
衛
官
等
で
あ
つ
た
間
に
自
衛
官
等
と
し
て

た
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
自
衛
官
等
で
あ
つ
た
間
に
自
衛
官
等
と
し
て

受
け
た
療
養
（
継
続
給
付
に
係
る
療
養
を
含
む
。
）
又
は
そ
の
自
衛
官
被

受
け
た
療
養
（
継
続
給
付
に
係
る
療
養
を
含
む
。
）
又
は
そ
の
自
衛
官
被

扶
養
者
で
あ
つ
た
者
が
そ
の
間
に
自
衛
官
被
扶
養
者
と
し
て
受
け
た
療
養

扶
養
者
で
あ
つ
た
者
が
そ
の
間
に
自
衛
官
被
扶
養
者
と
し
て
受
け
た
療
養

（
継
続
給
付
に
係
る
療
養
を
含
む
。
）
に
係
る
通
算
対
象
負
担
額
か
ら
同

（
継
続
給
付
に
係
る
療
養
を
含
む
。
）
に
係
る
通
算
対
象
負
担
額
か
ら
同

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
額
を
控

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
額
を
控

除
し
た
金
額
を
、
介
護
合
算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た

除
し
た
金
額
を
、
介
護
合
算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た

率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
に
、
当
該
自
衛
官
等
で
あ
つ
た
者
に

率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
に
、
当
該
自
衛
官
等
で
あ
つ
た
者
に

係
る
通
算
対
象
負
担
額
が
介
護
合
算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
に
占
め

係
る
通
算
対
象
負
担
額
が
介
護
合
算
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
に
占
め

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
に
係
る
通
算
対
象
負
担
額
を
合
算
し
た
金
額
又
は
同
項
第
四
号

三
号
ま
で
に
係
る
通
算
対
象
負
担
額
を
合
算
し
た
金
額
又
は
同
項
第
四
号

及
び
第
五
号
に
係
る
通
算
対
象
負
担
額
を
合
算
し
た
金
額
が
零
で
あ
る
と

及
び
第
五
号
に
係
る
通
算
対
象
負
担
額
を
合
算
し
た
金
額
が
零
で
あ
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

第
十
七
条
の
六
の
五

（
略
）

第
十
七
条
の
六
の
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
第
三
項
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定

３

前
条
第
三
項
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定

に
準
じ
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
。

の
例
に
準
じ
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
。

（
そ
の
他
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

（
そ
の
他
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

第
十
七
条
の
六
の
六

自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
若
し
く
は
生
徒
が

第
十
七
条
の
六
の
六

自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
若
し
く
は
生
徒
が

退
職
し
又
は
訓
練
招
集
等
に
応
じ
て
い
る
予
備
自
衛
官
等
が
訓
練
招
集
等

退
職
し
又
は
訓
練
招
集
等
に
応
じ
て
い
る
予
備
自
衛
官
等
が
訓
練
招
集
等

の
期
間
を
終
了
し
、
か
つ
、
計
算
期
間
の
途
中
に
お
い
て
死
亡
し
た
場
合

の
期
間
を
終
了
し
、
か
つ
、
計
算
期
間
の
途
中
に
お
い
て
死
亡
し
た
場
合

そ
の
他
防
衛
省
令
で
定
め
る
場
合
に
お
け
る
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支

そ
の
他
防
衛
大
臣
の
定
め
る
場
合
に
お
け
る
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
死
亡
し
た
日
の
前
日
（
防
衛
省
令
で
定
め
る
場
合
に
あ

給
に
つ
い
て
は
、
死
亡
し
た
日
の
前
日
（
防
衛
大
臣
が
定
め
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
日
）
を
基
準
日
と
み
な
し
て
、
前
二
条
の

つ
て
は
、
防
衛
大
臣
が
定
め
る
日
）
を
基
準
日
と
み
な
し
て
、
前
二
条
の

規
定
を
適
用
す
る
。

規
定
を
適
用
す
る
。

２

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
手
続
に
関
し
て
必
要
な
事
項

２

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
手
続
に
関
し
て
必
要
な
事
項

は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
。

は
、
防
衛
大
臣
が
定
め
る
。

（
療
養
の
給
付
等
に
準
ず
る
給
付
又
は
支
給
）

（
療
養
の
給
付
等
に
準
ず
る
給
付
又
は
支
給
）

第
十
七
条
の
八
の
二

法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
等

第
十
七
条
の
八
の
二

法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
等

に
準
ず
る
給
付
又
は
支
給
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五

に
準
ず
る
給
付
又
は
支
給
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五

十
一
条
の
規
定
に
よ
る
短
期
給
付
の
支
給
の
実
情
を
参
酌
し
て
防
衛
省
令

十
一
条
の
規
定
に
よ
る
短
期
給
付
の
支
給
の
実
情
を
参
酌
し
て
防
衛
大
臣

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
医
療
機
関
又
は
薬

局
等
）
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第
十
七
条
の
八
の
三

法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

（
新
設
）

医
療
機
関
又
は
薬
局
は
、
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規

定
す
る
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬
局
又
は
第
十
七
条
の
四
第
一
項

第
四
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
若
し
く
は
薬
局
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
医
療
機
関
又
は
薬
局
に
係
る
第
十
七
条
の
四
第
一
項

、
第
十
七
条
の
四
の
三
第
一
項
、
第
十
七
条
の
四
の
四
第
一
項
及
び
第
十

七
条
の
四
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
七
条
の
四
第

一
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
又
は
薬
局
か
ら
」
と
あ
る
の
は

「
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
三

項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬
局
又
は
第
四
号

に
掲
げ
る
医
療
機
関
若
し
く
は
薬
局
（
以
下
「
特
定
医
療
機
関
等
」
と
い

う
。
）
か
ら
、
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
電
子
資
格
確
認
そ
の

他
防
衛
省
令
で
定
め
る
方
法
（
以
下
「
電
子
資
格
確
認
等
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
、
自
衛
官
等
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
、
そ
の
給
付
を
」
と
、

第
十
七
条
の
四
の
三
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

医
療
機
関
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
特
定
医
療
機
関
等
（
薬
局
を
除
く
。
）
か
ら
、
電
子
資
格
確
認
等
に
よ

り
、
自
衛
官
等
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
、
」
と
、
第
十
七
条
の
四
の

四
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
か
ら
」

と
あ
る
の
は
「
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
医
療
機
関

等
（
薬
局
を
除
く
。
）
か
ら
、
電
子
資
格
確
認
等
に
よ
り
、
自
衛
官
で
あ

る
こ
と
の
確
認
を
受
け
、
」
と
、
第
十
七
条
の
四
の
五
第
一
項
中
「
第
十

七
条
の
四
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
又
は
薬
局
（
以
下
「
保
険
医

療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
、
防
衛
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
医
療
機
関
等
か
ら
、
電
子
資
格
確
認
等
に
よ
り
、

自
衛
官
等
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
、
」
と
す
る
。
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（
休
職
者
に
対
す
る
療
養
の
給
付
等
）

（
休
職
者
に
対
す
る
療
養
の
給
付
等
）

第
十
七
条
の
九

国
は
、
休
職
中
の
自
衛
官
又
は
休
学
中
の
学
生
若
し
く
は

第
十
七
条
の
九

国
は
、
休
職
中
の
自
衛
官
又
は
休
学
中
の
学
生
若
し
く
は

生
徒
に
対
し
て
も
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
十
七
条
の
三

生
徒
に
対
し
て
も
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
十
七
条
の
三

か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
療
養
の
給
付
等
又
は
こ
れ
ら
に
準

か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
療
養
の
給
付
等
又
は
こ
れ
ら
に
準

ず
る
給
付
若
し
く
は
支
給
を
行
う
も
の
と
す
る
。

ず
る
給
付
若
し
く
は
支
給
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
省
令
へ
の
委
任
）

第
十
七
条
の
九
の
二

第
十
七
条
の
三
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ

（
新
設
）

か
、
法
第
二
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
防
衛
省
令

で
定
め
る
。

（
給
与
年
額
相
当
額
）

（
給
与
年
額
相
当
額
）

第
二
十
四
条

法
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と

第
二
十
四
条

法
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
は
、
若
年
定
年
退
職
者
が
退
職
し
た
日
の
属
す

こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
は
、
若
年
定
年
退
職
者
が
退
職
し
た
日
の
属
す

る
年
の
翌
年
（
以
下
「
退
職
の
翌
年
」
と
い
う
。
）
ま
で
自
衛
官
と
し
て

る
年
の
翌
年
（
以
下
「
退
職
の
翌
年
」
と
い
う
。
）
ま
で
自
衛
官
と
し
て

在
職
し
て
い
た
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
年
に
受
け
る
べ
き
次
に

在
職
し
て
い
た
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
年
に
受
け
る
べ
き
次
に

掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。

掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

退
職
の
翌
年
の
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
第

五

退
職
の
翌
年
の
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
第

一
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
が
受
け
る
べ
き

一
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
が
受
け
る
べ
き

も
の
と
さ
れ
る
俸
給
及
び
営
外
手
当
の
月
額
の
合
計
額
（
そ
の
者
が
退

も
の
と
さ
れ
る
俸
給
及
び
営
外
手
当
の
月
額
の
合
計
額
（
そ
の
者
が
退

職
の
日
の
前
日
に
お
い
て
第
十
二
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二

職
の
日
の
前
日
に
お
い
て
第
十
二
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二

条
の
六
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
規
定
す
る
職
員
に
該
当
す
る
と

条
の
六
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
規
定
す
る
職
員
に
該
当
す
る
と

き
は
、
第
一
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
が
受

き
は
、
第
一
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
が
受

け
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
俸
給
及
び
営
外
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
第

け
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
俸
給
及
び
営
外
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
第
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十
二
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る

十
二
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る

と
こ
ろ
に
よ
る
そ
の
者
に
係
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額

と
こ
ろ
に
よ
る
そ
の
者
に
係
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額

）
に
六
月
一
日
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
百
分
の
百
（
そ
の
者
が
退
職

）
に
六
月
一
日
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
百
分
の
九
十
五
（
そ
の
者
が

の
日
の
前
日
に
お
い
て
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
衛
官
に
該
当

退
職
の
日
の
前
日
に
お
い
て
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
衛
官
に

す
る
と
き
は
、
百
分
の
百
二
・
五
）
を
、
十
二
月
一
日
に
係
る
も
の
に

該
当
す
る
と
き
は
、
百
分
の
百
）
を
、
十
二
月
一
日
に
係
る
も
の
に
あ

あ
つ
て
は
百
分
の
百
五
（
そ
の
者
が
退
職
の
日
の
前
日
に
お
い
て
同
項

つ
て
は
百
分
の
百
五
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
勤
勉
手
当
に
相
当
す
る
も
の

に
規
定
す
る
自
衛
官
に
該
当
す
る
と
き
は
、
百
分
の
百
七
・
五
）
を
そ

と
し
て
得
た
額
の
合
計
額

れ
ぞ
れ
乗
じ
て
勤
勉
手
当
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
得
た
額
の
合
計
額

附

則

附

則

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３

令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
小
笠
原
諸
島
（
孀
婦
岩
の

３

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
小
笠
原
諸
島
（
孀
婦
岩
の
南

南
の
南
方
諸
島
（
小
笠
原
群
島
、
西
之
島
及
び
火
山
列
島
を
含
む
。
）
並

の
南
方
諸
島
（
小
笠
原
群
島
、
西
之
島
及
び
火
山
列
島
を
含
む
。
）
並
び

び
に
沖
の
鳥
島
及
び
南
鳥
島
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
置
か
れ
る
官
署

に
沖
の
鳥
島
及
び
南
鳥
島
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
置
か
れ
る
官
署
に

に
所
属
し
て
当
該
官
署
の
所
掌
す
る
業
務
（
小
笠
原
諸
島
以
外
の
地
域
に

所
属
し
て
当
該
官
署
の
所
掌
す
る
業
務
（
小
笠
原
諸
島
以
外
の
地
域
に
お

お
け
る
業
務
を
除
く
。
）
に
従
事
す
る
職
員
に
は
、
特
殊
勤
務
手
当
と
し

け
る
業
務
を
除
く
。
）
に
従
事
す
る
職
員
に
は
、
特
殊
勤
務
手
当
と
し
て

て
、
別
表
第
五
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
業
務
一
日
に
つ
き
三
千
八
百

、
別
表
第
五
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
業
務
一
日
に
つ
き
三
千
八
百
六

六
十
円
（
南
鳥
島
に
置
か
れ
る
官
署
に
所
属
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
五
千

十
円
（
南
鳥
島
に
置
か
れ
る
官
署
に
所
属
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
五
千
五

五
百
十
円
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
防
衛
大
臣
の
定
め
る
額
の
小
笠
原
手

百
十
円
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
防
衛
大
臣
の
定
め
る
額
の
小
笠
原
手
当

当
を
支
給
す
る
。

を
支
給
す
る
。

（
削
る
）

４

第
二
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
若
年
定
年
退
職
者
に
係
る
法
附
則
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
（
防

衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

十
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
附
則
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
附
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則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む

。
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
俸
給
月
額
及
び
政
令
で
定
め
る
額
は
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
俸
給
月
額
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

職
員
の
区
分

俸
給
月
額

額

第
二
十
一
条
第
一

第
二
十
一
条

当
該
俸
給
月
額
に
百
分
の
一
・

号
に
掲
げ
る
若
年

第
一
号
に
定

五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
俸

定
年
退
職
者

め
る
俸
給
月

給
月
額
に
百
分
の
九
十
八
・
五

額

を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
そ
の
者

の
属
し
て
い
た
階
級
に
お
け
る

最
低
の
号
俸
の
俸
給
月
額
に
達

し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
俸
給
月
額
か
ら
当
該
最
低
の

号
俸
の
俸
給
月
額
を
減
じ
た
額

）

第
二
十
一
条
第
二

第
二
十
一
条

当
該
俸
給
月
額
に
百
分
の
一
・

号
に
掲
げ
る
若
年

第
二
号
に
定

五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
俸

定
年
退
職
者

め
る
俸
給
月

給
月
額
に
百
分
の
九
十
八
・
五

額

を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
そ
の
者

の
退
職
の
日
の
前
日
に
属
し
て

い
た
階
級
に
お
け
る
最
低
の
号

俸
の
俸
給
月
額
に
達
し
な
い
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
俸
給
月
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額
か
ら
当
該
最
低
の
号
俸
の
俸

給
月
額
を
減
じ
た
額
）

（
削
る
）

５

退
職
の
日
に
お
い
て
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
法
附
則
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律

第
七
十
七
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
職
給
与
法
附
則
第

八
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
て
い
た
若
年
定
年
退

職
者
又
は
若
年
定
年
退
職
者
が
退
職
の
翌
年
ま
で
自
衛
官
と
し
て
在
職
し

た
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
い
て
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
附
則
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
職
給
与
法
附
則

第
八
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て

い
た
若
年
定
年
退
職
者
に
対
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る

額
の
計
算
に
当
た
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
相
当
す
る
額
を
減
ず
る
。

一

第
二
十
四
条
第
一
号

同
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
が

退
職
の
翌
年
の
各
月
（
五
十
五
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四

月
一
日
が
退
職
の
翌
年
と
な
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
日
以
後
の
期
間

に
限
る
。
）
に
受
け
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
俸
給
月
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百

分
の
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
俸
給
月
額
に
百
分
の
九
十
八
・

五
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
そ
の
者
の
属
し
て
い
た
階
級
（
第
二
十
一
条

第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
昇
任
前
の
階
級
）
に
お
け
る
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最
低
の
号
俸
の
俸
給
月
額
に
達
し
な
い
場
合
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
最
低
号
俸
に
達
し
な
い
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
俸

給
月
額
か
ら
そ
の
最
低
の
号
俸
の
俸
給
月
額
を
減
じ
た
額
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
」
と
い
う
。
）
）
の
合
計
額

二

第
二
十
四
条
第
四
号

退
職
の
翌
年
の
一
般
職
給
与
法
第
十
九
条
の

四
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
第
二
十
四
条
第
一

号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
が
受
け
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る

俸
給
月
額
を
計
算
の
基
礎
と
し
て
同
条
第
四
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
計

算
し
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
最
低
号
俸

に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
を
計
算
の
基

礎
と
し
て
同
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額
）
の
合
計
額

三

第
二
十
四
条
第
五
号

退
職
の
翌
年
の
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者

が
受
け
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
俸
給
月
額
を
計
算
の
基
礎
と
し
て
同
条

第
五
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
一
・
五

を
乗
じ
て
得
た
額
（
最
低
号
俸
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
俸
給

月
額
減
額
基
礎
額
を
計
算
の
基
礎
と
し
て
同
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
計

算
し
た
額
）
の
合
計
額

（
削
る
）

６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世

界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に

報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
発
生
に
際
し

て
、
自
衛
隊
法
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
職
員
及
び
こ
れ

に
準
ず
る
者
と
し
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
者
に
対
す
る
災
害
派
遣
等
手
当

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
五
災
害
派
遣
等
手
当
の
項
中
「
災
害
対
策

基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
に
基
づ
く
災
害
対
策
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本
部
の
設
置
に
係
る
災
害
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一

年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
に
基
づ
く
原
子
力
災
害
対
策
本
部
の
設
置
に
係

る
災
害
（
以
下
「
原
子
力
災
害
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
防
衛
大
臣
の
定

め
る
大
規
模
な
災
害
（
原
子
力
災
害
の
う
ち
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も
の
及

び
災
害
対
策
基
本
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
緊
急
災
害

対
策
本
部
の
設
置
に
係
る
災
害
（
以
下
「
特
定
大
規
模
災
害
」
と
い
う
。

）
を
除
く
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
自
衛
隊
法
第
八
十
三
条
又

は
第
八
十
三
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
法
第
八
十
三
条
」
と
、
「

で
あ
つ
て
、
遭
難
者
等
の
捜
索
救
助
、
水
防
活
動
、
道
路
若
し
く
は
水
路

の
啓
開
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
防
衛
大
臣
が
定

め
る
者
で
あ
つ
て
、
医
療
活
動
（
防
疫
活
動
を
含
む
。
）
、
患
者
の
輸
送

」
と
、
「
引
き
続
き
二
日
以
上
従
事
す
る
も
の
又
は
特
に
生
命
に
著
し
い

危
険
を
伴
う
作
業
と
し
て
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も
の
に
従
事
す
る
も
の
（

引
き
続
き
二
日
以
上
従
事
す
る
者
を
除
く
。
以
下
「
一
日
従
事
職
員
」
と

い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
従
事
す
る
も
の
」
と
、
「
千
六
百
二
十
円
（

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
警
戒
区
域
及
び
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
応
急
対
策
実
施
区
域
並
び
に
こ
れ
ら
に
準
ず
る
危

険
な
区
域
と
し
て
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も
の
に
お
け
る
作
業
並
び
に
特
に

生
命
に
著
し
い
危
険
を
伴
う
作
業
と
し
て
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も
の
（
一

日
従
事
職
員
の
作
業
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
三
千
二
百
四
十
円
）
」

と
あ
る
の
は
「
四
千
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
防
衛
大
臣
の
定
め
る
額
」

と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

感
染
症
看
護
等
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

（
削
る
）

７

前
項
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
夜
間
看
護
等
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は

、
別
表
第
五
夜
間
看
護
等
手
当
の
項
中
「
自
衛
隊
の
病
院
若
し
く
は
診
療

所
（
診
療
所
に
あ
つ
て
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
に
勤



- 29 -

務
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
法
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ

れ
た
」
と
、
「
准
看
護
師
」
と
あ
る
の
は
「
准
看
護
師
及
び
こ
れ
ら
に
準

ず
る
者
と
し
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
者
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規
定

を
適
用
す
る
。

４
～

（
略
）

８
～

（
略
）

15

19

附
則
第
四
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
附
則
第
五
項

附
則
第
八
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
附
則
第
五
項

16

20

の
規
定
に
よ
る
俸
給
月
額
又
は
法
附
則
第
七
項
、
第
九
項
若
し
く
は
第
十

の
規
定
に
よ
る
俸
給
月
額
又
は
法
附
則
第
七
項
、
第
九
項
若
し
く
は
第
十

項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
一
般

項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
一
般

職
に
属
す
る
国
家
公
務
員
の
例
に
よ
る
。

職
に
属
す
る
国
家
公
務
員
の
例
に
よ
る
。

（
略
）

（
略
）

17

21

法
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
給
付
金
の

法
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
給
付
金
の

18

22

う
ち
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
三

う
ち
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
三

第
一
項
に
規
定
す
る
後
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
も
の
に
対
す
る
第
二
十

第
一
項
に
規
定
す
る
後
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
も
の
に
対
す
る
第
二
十

二
条
か
ら
第
二
十
四
条
の
二
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
の
三
第
一
号
の
規
定

二
条
か
ら
第
二
十
四
条
の
二
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
の
三
第
一
号
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
十
四
条

第
二
十
四
条

百
分
の
百
（

防
衛
省
令
で
定
め
る
率

百
分
の
九
十
五

防
衛
省
令
で
定
め
る
率

（
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（
略
）

（
略
）

19

23

別
表
第
二
（
第
八
条
の
二
関
係
）

別
表
第
二
（
第
八
条
の
二
関
係
）

勤
務
箇
所

職

員

調
整
数

勤
務
箇
所

職

員

調
整
数

防
衛
省
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政

防
衛
省
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政

令
第
百
七
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第

令
第
百
七
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第

本
省
内
部
部
局

二
号
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
こ

一

本
省
内
部
部
局

二
号
に
規
定
す
る
事
務
に
従
事
す
る

一

と
を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大
臣

こ
と
を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大

の
定
め
る
者
に
限
る
。
）

臣
の
定
め
る
者
に
限
る
。
）

防
衛
省
組
織
令
第
六
十
七
条
第
一
号

防
衛
省
組
織
令
第
六
十
七
条
第
一
号

に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
こ
と
を

に
規
定
す
る
事
務
に
従
事
す
る
こ
と

統
合
幕
僚
監
部

一

統
合
幕
僚
監
部

一

本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大
臣
の
定

を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大
臣
の

め
る
者
に
限
る
。
）

定
め
る
者
に
限
る
。
）

防
衛
省
組
織
令
第
九
十
九
条
第
二
号

防
衛
省
組
織
令
第
九
十
九
条
第
二
号

に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
こ
と
を

に
規
定
す
る
事
務
に
従
事
す
る
こ
と

陸
上
幕
僚
監
部

一

陸
上
幕
僚
監
部

一

本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大
臣
の
定

を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大
臣
の

め
る
者
に
限
る
。
）

定
め
る
者
に
限
る
。
）

防
衛
省
組
織
令
第
百
二
十
四
条
第
三

防
衛
省
組
織
令
第
百
二
十
四
条
第
三

号
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
こ
と

号
に
規
定
す
る
事
務
に
従
事
す
る
こ
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海
上
幕
僚
監
部

一

海
上
幕
僚
監
部

一

を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大
臣
の

と
を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大
臣

定
め
る
者
に
限
る
。
）

の
定
め
る
者
に
限
る
。
）

防
衛
省
組
織
令
第
百
五
十
三
条
第
三

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

号
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
こ
と

航
空
幕
僚
監
部

一

を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大
臣
の

定
め
る
者
に
限
る
。
）

⑴

極
め
て
高
度
の
専
門
的
な
技
術

⑴

極
め
て
高
度
の
専
門
的
な
技
術

を
活
用
し
て
遂
行
す
る
こ
と
が
必

を
活
用
し
て
遂
行
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関

要
と
さ
れ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
業
務
で
重
要
度
及
び
困
難
度

五

す
る
業
務
で
重
要
度
及
び
困
難
度

三

が
極
め
て
高
い
も
の
に
従
事
す
る

が
極
め
て
高
い
も
の
に
従
事
す
る

こ
と
を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛

こ
と
を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛

大
臣
の
定
め
る
者
に
限
る
。
）

大
臣
の
定
め
る
者
に
限
る
。
）

⑵

極
め
て
高
度
の
専
門
的
な
技
術

⑵

極
め
て
高
度
の
専
門
的
な
技
術

を
活
用
し
て
遂
行
す
る
こ
と
が
必

を
活
用
し
て
遂
行
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関

要
と
さ
れ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
業
務
で
重
要
度
及
び
困
難
度

す
る
業
務
で
重
要
度
及
び
困
難
度

四

二

が
特
に
高
い
も
の
に
従
事
す
る
こ

が
特
に
高
い
も
の
に
従
事
す
る
こ

自
衛
隊
サ
イ
バ

自
衛
隊
サ
イ
バ

と
を
本
務
と
す
る
職
員
（
⑴
に
掲

と
を
本
務
と
す
る
職
員
（
⑴
に
掲

ー
防
衛
隊

ー
防
衛
隊

げ
る
者
を
除
く
も
の
と
し
、
防
衛

げ
る
者
を
除
く
も
の
と
し
、
防
衛

大
臣
の
定
め
る
者
に
限
る
。
）

大
臣
の
定
め
る
者
に
限
る
。
）
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⑶

極
め
て
高
度
の
専
門
的
な
技
術

を
活
用
し
て
遂
行
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
業
務
で
重
要
度
及
び
困
難
度

が
高
い
も
の
又
は
こ
れ
と
一
体
と

三

な
つ
て
行
う
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
本

務
と
す
る
職
員
（
⑴
及
び
⑵
に
掲

げ
る
者
を
除
く
も
の
と
し
、
防
衛

大
臣
の
定
め
る
者
に
限
る
。
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

防
衛
省
組
織
令
第
百
八
十
一
条
第
十

防
衛
省
組
織
令
第
百
八
十
一
条
第
十

号
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
こ
と

号
に
規
定
す
る
事
務
に
従
事
す
る
こ

防
衛
装
備
庁

一

防
衛
装
備
庁

一

を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大
臣
の

と
を
本
務
と
す
る
職
員
（
防
衛
大
臣

定
め
る
者
に
限
る
。
）

の
定
め
る
者
に
限
る
。
）

別
表
第
三
（
第
八
条
の
三
関
係
）

別
表
第
三
（
第
八
条
の
三
関
係
）

組
織
の
区
分

官

職

種

別

組
織
の
区
分

官

職

種

別

防
衛
技
監

防
衛
技
監
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部
長

部
長

装
備
官

装
備
官

審
議
官

審
議
官

参
事
官

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
総
括
官

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
総
括
官

革
新
技
術
戦
略
官

革
新
技
術
戦
略
官

調
達
総
括
官

調
達
総
括
官

総
務
官

総
務
官

人
事
官

人
事
官

会
計
官

会
計
官

監
察
監
査
・
評
価
官

監
察
監
査
・
評
価
官

艦
船
設
計
官

装
備
開
発
官

課
長

艦
船
設
計
官

事
業
計
画
官

一
種

防
衛
装
備
庁
内
部
部
局

一
種

課
長

事
業
監
理
官

事
業
計
画
官

装
備
技
術
官

事
業
監
理
官

技
術
計
画
官

防
衛
装
備
庁
内
部
部
局

装
備
技
術
官

技
術
振
興
官

技
術
計
画
官

技
術
連
携
推
進
官

技
術
振
興
官

原
価
管
理
官

技
術
連
携
推
進
官

企
業
調
査
官

原
価
管
理
官

需
品
調
達
官

需
品
調
達
官

武
器
調
達
官

武
器
調
達
官

電
子
音
響
調
達
官

電
子
音
響
調
達
官

艦
船
調
達
官

艦
船
調
達
官

航
空
機
調
達
官

航
空
機
調
達
官

輸
入
調
達
官
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輸
入
調
達
官

二
種
（
防

衛
大
臣
の

定
め
る
者

装
備
開
発
官

に
あ
つ
て

は
、
一
種

）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

備
考

（
略
）

備
考

（
略
）

別
表
第
五
（
第
九
条
の
八
関
係
）

別
表
第
五
（
第
九
条
の
七
関
係
）

種

類

支
給
さ
れ
る
職
員
の
範
囲

支
給
額

種

類

支
給
さ
れ
る
職
員
の
範
囲

支
給
額

対
空
警
戒

対
空
警
戒

対
処
等
手

対
処
等
手

当

防
衛
大
臣
の
定
め
る
部
隊

業
務
一
日
に
つ
き
千
六
百

当

防
衛
大
臣
の
定
め
る
部
隊

業
務
一
日
に
つ
き
七
百
四

に
所
属
し
、
航
空
警
戒
管

円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

に
所
属
し
、
航
空
警
戒
管

十
円

制
に
関
す
る
業
務
で
防
衛

、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
額

制
に
関
す
る
業
務
（
自
衛

大
臣
の
定
め
る
も
の
に
従

隊
法
第
八
十
二
条
の
三
の

事
す
る
職
員

規
定
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
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ル
等
に
対
す
る
破
壊
措
置

又
は
同
法
第
八
十
四
条
の

規
定
に
よ
る
領
空
侵
犯
に

対
す
る
措
置
に
関
す
る
も

の
に
限
る
。
）
で
防
衛
大

臣
の
定
め
る
も
の
に
従
事

す
る
航
空
自
衛
官
（
防
衛

大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
業
務
を
行
う

の
に
必
要
な
技
能
を
有
す

る
と
認
定
さ
れ
た
者
に
限

る
。
）

夜
間
特
殊

正
規
の
勤
務
時
間
に
よ
る

勤
務
一
回
に
つ
き
、
次
の

夜
間
特
殊

正
規
の
勤
務
時
間
に
よ
る

勤
務
一
回
に
つ
き
、
次
の

業
務
手
当

勤
務
の
一
部
又
は
全
部
が

場
合
の
区
分
に
応
じ
て
そ

業
務
手
当

勤
務
の
一
部
又
は
全
部
が

場
合
の
区
分
に
応
じ
て
そ

深
夜
に
お
い
て
行
わ
れ
る

れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

深
夜
に
お
い
て
行
わ
れ
る

れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

業
務
で
あ
つ
て
、
航
空
警

勤
務
時
間
が
深
夜
の
全
部

業
務
で
あ
つ
て
、
航
空
警

勤
務
時
間
が
深
夜
の
全
部

戒
管
制
に
関
す
る
業
務
そ

を
含
む
勤
務
で
あ
る
場
合

戒
管
制
に
関
す
る
業
務
そ

を
含
む
勤
務
で
あ
る
場
合

の
他
の
常
時
勤
務
を
要
す

千
百
円

の
他
の
常
時
勤
務
を
要
す

千
百
円
（
勤
務
時
間
が

る
業
務
の
う
ち
防
衛
大
臣

勤
務
時
間
が
深
夜
の
一
部

る
業
務
の
う
ち
防
衛
大
臣

深
夜
の
全
部
又
は
一
部
を

の
定
め
る
も
の
に
従
事
す

を
含
む
勤
務
で
あ
る
場
合

の
定
め
る
も
の
（
深
夜
に

含
む
勤
務
の
職
員
一
人
当

る
職
員

七
百
三
十
円
（
深
夜
に

お
け
る
勤
務
時
間
が
二
時

た
り
の
一
月
に
お
け
る
平

お
け
る
勤
務
時
間
が
二
時

間
に
満
た
な
い
も
の
を
除

均
的
な
回
数
が
六
回
未
満

間
に
満
た
な
い
場
合
に
あ

く
。
）
に
従
事
す
る
職
員

で
あ
る
業
務
と
し
て
防
衛

つ
て
は
、
四
百
十
円
）

大
臣
の
定
め
る
も
の
に
従

事
す
る
職
員
（
以
下
「
特
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定
回
数
深
夜
勤
務
職
員
」

と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は

、
七
百
三
十
円
）

勤
務
時
間
が
深
夜
の
一
部

を
含
む
勤
務
で
あ
る
場
合

七
百
三
十
円
（
特
定
回

数
深
夜
勤
務
職
員
に
あ
つ

て
は
、
四
百
九
十
円
）

海
上
警
備

海
上
警
備

等
手
当

等
手
当

自
衛
艦
に
乗
り
組
ん
で
行

業
務
一
日
に
つ
き
千
六
百

自
衛
艦
に
乗
り
組
ん
で
行

業
務
一
日
に
つ
き
千
百
円

う
我
が
国
の
防
衛
に
資
す

五
十
円
を
超
え
な
い
範
囲

う
我
が
国
の
防
衛
に
資
す

（
当
該
業
務
が
特
に
困
難

る
情
報
の
収
集
の
た
め
の

内
で
、
防
衛
大
臣
の
定
め

る
情
報
の
収
集
の
た
め
の

な
作
業
で
心
身
に
著
し
い

活
動
で
あ
つ
て
、
そ
の
困

る
額

活
動
で
あ
つ
て
、
そ
の
困

負
担
及
び
緊
張
を
与
え
る

難
性
を
考
慮
し
て
防
衛
大

難
性
を
考
慮
し
て
防
衛
大

と
防
衛
大
臣
が
認
め
る
場

臣
の
定
め
る
も
の
に
従
事

臣
の
定
め
る
も
の
に
従
事

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
額

す
る
乗
組
員

す
る
乗
組
員

に
そ
の
百
分
の
五
十
に
相

当
す
る
額
を
加
算
し
た
額

）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）



- 37 -

救
急
救
命

（
略
）

（
略
）

救
急
救
命

（
略
）

（
略
）

処
置
手
当

処
置
手
当

特
殊
過
重

自
衛
隊
法
第
六
章
に
規
定

作
業
一
日
に
つ
き
三
千
二

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

勤
務
手
当

す
る
行
動
又
は
こ
れ
に
準

百
四
十
円

ず
る
活
動
と
し
て
防
衛
大

臣
が
定
め
る
も
の
に
際
し

て
、
遭
難
者
等
の
捜
索
救

助
そ
の
他
の
防
衛
大
臣
の

定
め
る
危
険
又
は
困
難
等

を
伴
う
作
業
（
一
日
の
作

業
時
間
が
十
二
時
間
以
上

で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

に
引
き
続
き
七
日
以
上
従

事
す
る
自
衛
官

レ
ン
ジ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
教
育
訓
練

作
業
一
日
に
つ
き
四
千
二

ー
作
業
手

そ
の
他
の
特
に
困
難
又
は

百
六
十
円
を
超
え
な
い
範

当

危
険
が
伴
う
業
務
に
関
す

囲
内
で
、
防
衛
大
臣
の
定

る
訓
練
課
程
（
防
衛
大
臣

め
る
額

の
定
め
る
も
の
に
限
る
。

）
に
お
い
て
防
衛
大
臣
の

定
め
る
作
業
に
従
事
す
る

陸
上
自
衛
官
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備
考

備
考

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

職
員
が
同
一
の
日
に
お
い
て
特
殊
過
重
勤
務
手
当
を
支
給
さ

（
新
設
）

れ
る
作
業
及
び
災
害
派
遣
等
手
当
を
支
給
さ
れ
る
作
業
又
は
国

際
緊
急
援
助
等
手
当
を
支
給
さ
れ
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
作
業
及
び
業
務
に
従
事
し
た
者
に
対
す
る
こ
れ

ら
の
手
当
の
支
給
額
の
う
ち
最
も
高
い
額
の
手
当
を
支
給
す
る

。


